
39 新しい花粉飛散防止剤を開発

▍技術のポイント
「植物ホルモン（エチレン、ジャスモン酸、サリチル酸）を用い
て、スギだけでなくヒノキとシラカンバの花粉の飛散も抑制
する、即効性の高い方法を開発しました。花粉飛散直前の冬
期に施用して効果が得られることも本剤の特徴です。本剤を
施用することでスギの雄花を80％以上枯死させることに成
功しました。本剤の施用には農薬登録が必要ですが、無花粉
品種への植え替えが難しい社寺林や公園等での花粉飛散抑
制効果が期待できます。

▍連携・橋渡しの方向
新しい花粉飛散防止剤の農薬登録取得と商品化にご協力い
ただける企業との連携を希望します。

▍詳細情報
・YouTube「森林総研チャンネル」：https://www.youtube.com/watch?v=3lgiO9r6Uk4

・特許：特開2023-174308

▍担当者
関西支所 ・ 市原 優

図1 開発した花粉飛散防止剤の効果

（左）新しい花粉飛散防止剤のサリチル酸ナトリウムを施用して

開花前に枯死したスギ雄花、（右）施用せず通常に開花した対照

のスギ雄花
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